
• 摂取制限を前提とした広報・応急給水の方針
を決定
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名古屋市上下水道局では、本市の水源である木曽川で重大な水質事故が発生した場合に
『摂取制限を伴う給水継続』で対応する事態を想定した危機管理対策本部訓練を実施しました。

摂取制限を伴う給水継続のイメージ

• 訓練を通じて水源水質異常が発見されてから蛇口での安全性が確認されるまでの一連の対応を整理し、
お客さまへの広報活動の在り方や応急給水活動の制約への対応など様々な課題を認識することができた。

• 関係各課で訓練シナリオを作成する過程において、実践的な対応策を検討するなど職員の水質異常対応の
レベルアップが図られた。

水源水質異常に伴う危機管理対策本部訓練の実施
名古屋市上下水道局
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摂取制限を伴う給水継続

亜急性参照値

水質基準値

低

（１か月程度飲用しても健康影響がない）

（生涯飲用しても健康影響がない）

（飲用を控えるよう広報しつつ給水を継続）

• 名古屋市水安全計画に基づき、水質事故の発生から通常の給
水が回復するまでの全期間を対象とした訓練を実施しました。

• 水道システム全体の状況が刻々と変化する中で、『摂取制限を
お願いしつつ給水を継続する』というお客さまへの広報活動の
困難さを伴う対応方法について検討を重ねました。

• 広範囲に渡る当局が実施すべき一連の対応の全てを再現し、
関係部署の連携を確認しました。

✓ 情報提供のタイミング、内容を精査

✓ 摂取制限解除時に混乱を招かない情報提供方法の検討

✓ 他事業体やマスコミの報道によるお客さまへの影響を考慮

（制約）：拠点給水が活用できない

✓ 他都市への給水車応援依頼による対応を想定

✓ 物資供給協定による販売店での飲料水流通量の確保依頼を想定

事故発生
• タンクローリーが木曽川へ転落
• 有害物質(ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ)による水源水質の汚染

記者発表【事故の状況、摂取制限の可能性】

記者発表【事故の状況、摂取制限の実施】

汚染源（タンクローリー）が除去される
• 木曽川における原水水質の改善を確認

浄水場復旧
• 配水管の消火栓で排水し水の入れ替えを促進
• 水質改善が確認された区から摂取制限解除

記者発表【直結世帯の摂取制限解除開始、
受水槽利用者への個別案内】

記者発表【直結世帯の摂取制限解除完了】

記者発表【摂取制限解除すべて完了】
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浄水場で水質基準値を超過

給水栓で水質基準値を超過

摂取制限を伴う給水を開始

：清浄な水

：汚染された水
（摂取制限）

• 受水槽の入れ替わり確認後、順次摂取制限解除
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現地調査結果
• 浄水処理を強化しても水質基準超過の見込み

• 汚染長期化により摂取制限を伴う給水継続
を実施することを決定




